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１ はじめに 

本校の生徒は、意欲的かつ、まじめに取り組んでいるが、自分の考えを発表すること、特に友達と異

なる意見や異なる視点からの考えを表現することが苦手な生徒が多い。このことから、今年度は「学び

に向かう力」を高めるために①自分の考えを整理し、学びを深めるための参照、共有の場の設定、②自

己の学びの変容を捉え、次の学びにつなげるための振り返りの２つの視点が重要であると考え実践を行

った。視点①では、生徒自身が自分の学びの現在地を把握し、その上でペアやグループ、学級全体で自

分と異なる考えを参照・共有することで、自分の学びと比較し、新たな気付きを得ることができると考

えた。視点②では、学習の終末に振り返りを取り入れることで、生徒自身が自己の学びを実感し、何が

理解できて何が理解できないのか、何を改善していけばよいのかなどの振り返りを行っていくことが重

要であると考えた。 

 

２ 実践の内容及び方法等 

（１）自分の考えを整理し、学びを深めるための参照、共有の場の設定  

① One Page Portfolio（以下「OPP シート」）を利用したデジタルワークシートの活用 

堀哲夫氏の「一枚ポートフォリオ評価論」を参考

にして、作成した OPP シートをデジタルワークシ

ートで作成した（図１）。自分の考えを書くのこと

が苦手な生徒も授業支援アプリの他者参照機能を

使うことで友達の考えを参考にしながら書けるよ

うにした。最初は何を書いていいのか分からず、空

欄が多い生徒もいたが、継続することで自分の考え

を書けるようになった。 

また、自分の考えを書く場面で、友達の考えを参

考にした場合は赤色、友達の考えを聞いた後に、さ

らに考えを深めた場合は青色で記入するようにし、

生徒の思考過程を把握できるようにした。図 2 に

あるように、友達の考えを参照することで、自分の

考えを深めることができた生徒が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



② ICT を利用した観察・実験の記録と ICT を利用したレポートの活用 

  理科の実験・観察では、結果や考

察を記述することが苦手な生徒は

多い。背景には、①文字がうまく書

けない、②レイアウトが上手にでき

ない、③記録や感想を後で付加修正

することが苦手、④実験の結果を振

り返るのが難しいなどがあげられ

る。そこで、容易に加工・修正でき

る ICT の利点を生かしてレポート

作成を行った（図３）。また、ICT を

用いて観察・実験の記録をとること

で容易に実験・観察を振り返ること

ができるようにした。4 月当初は、考察が書けない生徒

や結果があいまいで考察の根拠が書けていない生徒が

多かったが、他の生徒の考えを参照することで、根拠

を明確にした考察を書くことができるようになった。

さらに、以前までは、実験が失敗した際の原因を追究

することは難しかったが、記録があることで原因の追究が容易になり、生徒は実験が失敗しても何が

原因なのか考えたり、他の班の結果の共有から、異なる結果となった場合の原因を考えたりすること

で学びが深まった。図４にあるように、「はじめは難しいと感じていたことが、協力することで、難し

くないとわかった」と感想を書いた生徒もおり協働的な学びを行うことで個人の考えが整理され、学

びが深まることがわかった。 

 

（２）自己の学びの変容を捉え、次の学びにつなげるための振り返り 

① 単元を貫く課題の設定と学習前後での自分の考えの比較 

   単元を貫く課題に対して学習前と学習後に自分の考えを記入し、単元の学習を通した自己の変容の

振り返りを行った（図５）。単元を通した課題を設定したことで見通しをもって主体的に学習に取り

組むことができるようになり、学習前と学習後の自分の考えを比較することで自分自身の変容に気づ

き、学習した内容をさらに深めたいと考える生徒が多くなった。図５にあるように、知識の量が増え

ているだけでなく、何が分かって、何が分からないのかを記入する生徒が多かった。また、学んだ知

識をもとに更に発展させ今後自分が学びたいことを記入している生徒も多く見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

② OPP シートを活用した学習内容の振り返り 

  OPP シートを活用し、毎時間の振り返りを行った。OPP シートを用いて振り返りを行うことで、授業

で分かったこと、分からなかったことを生徒が振り返るだけでなく、教師側も生徒の感想をもとに授

業を振り返ることができる。図６にあるように、生徒は毎時間授業を振り返り、工夫してまとめたり、

インターネットにある図を引用したりしながら振り返りを行った。生徒は授業後に振り返りを行うこ

とで、授業で何が大切だったのか判断し、自分の言葉で表現するため、振り返りを継続することで、

思考力・判断力・表現力の育成につながった。また、生徒はどのようにまとめたらよいのかを考えな

がら授業に取り組むようになった。 

 

 
 

３ 実践の成果   

○ 友達の考えを参照し、共有することは今回の実践で使用したように ICT を活用することが非常に

相性が良かった。1 年生での実践となったが、小学校の時から ICT に慣れていることもあり、操作

や技術面で問題がある生徒は見られなかった。ICT の良さは修正が容易で記録を蓄積できることで

ある。理科の授業において実験・観察の考察は重要視されているが、昨今の生徒は間違えや失敗を

嫌う傾向が多く、不安だから自分の考えを記述しない生徒が多く見られたが、本実践では修正が容

易な ICT を文具の一つとして活用することで、ノートにはなかなか記述できなかった生徒が、記述

できるようになることが分かった。また、ICT の良さには時間や距離の制約を取り除けることもあ

る。本実践では、ICT を活用することで自席から他者の考えを参照したり、自席にいながら他者と

考えを共有したりできるようにした。参照によって理科が苦手な生徒は友達の考えから考えるヒン

トをもらい、共有することで得意な生徒がスモールティーチャーのように得意なことを発揮するこ

とができ互いに相乗効果があった。 



〇 本実践で活用した OPP シートをデジタル化したことで、生徒は実験の動画やインターネットから

の図などを記録しやすく、単元や小単元の振り返りを１枚のシートで容易にできるようになった。

定期テストが近づくと教科書やノートで振り返るのではなく、自分で作成した OPP シートで振り返

る生徒が多く見られ、本実践で OPP シートをデジタル化したことは振り返りやすくするための工夫

として効果的だった。 

   また、生徒の振り返りだけに注目するのではなく、指導者も振り返りを次の学びにつなげること

が重要であると考える。今回の実践は OPP シートを活用することで生徒の思考過程を把握すること

が容易となり、指導者が、生徒が授業で分かったことや分からなったことを把握するのに効果があ

った。 

 

４ 今後の課題 

● ICT を活用することで、カラーでまとめることができるようになったが、内容よりも見た目を重

視する生徒も見られた。参照や共有する際に、どの視点で見るべきなのか視点を明確にすることが

必要であったと感じた。 

● ICT を活用した授業を実践することで、生徒の変容についてデータを収集することはできたが、

「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、客観的な評価が難しいことが課題である。生

徒の資質・能力とその成長について定量的に把握することが困難なため、今後は非認知能力とその

成長を定量的に近い形で評価できる方法を研究していくことが必要である。 
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